
環境モデル都市
発行者 楽しい株式会社 北九州市との連携を協議中
住　所 北九州市若松区向洋町10番1 　北九州市を拠点として活動する楽しい株式会社として

北九州エコタウン実証研究エリア内 も、さまざまな環境施策を計画する北九州市との連携を
Tel 093-752-5300 fax　093-752-5303 協議しています。

　例えば

　　　「環境モデル都市」認定 ①ソーラーファクトリー

　　　　　　おめでとうございます。 　都市の主要エネルギー源として、

自然エネルギー利用の面的利用を

　　 進めるため、現在未利用である工場屋根や公共空間を活

　　 用して、大規模な太陽光発電システムを実施する。

　 低炭素社会の実現に向けて

先駆的に取り組もうとする ②総合的自然エネルギー導入支援モデル
   　　自治体を、政府が財政支援 　づくり～太陽光、太陽熱、風力などを
　 する「環境モデル都市」に 利用した自然エネルギーを普及するため、
　 7月２２日、北九州市が選 金融機関と連携し、市独自の実効性のあ
　 ばれました。 る制度構築に着手する。

全国８２ 件の提案の中から、 （エコ定期、地域ファンド等）
下記６団体が「環境モデル 上記等の施策と連携をしていく上で、
都市」として認定されました。 当社の新しいプロジェクトを準備中です。

大都市　：横浜市、北九州市

地方中心都市：帯広市、富山市 「カーボンオフセット付
小規模市町村：（北海道）下川町、水俣市 生ゴミ処理機レンタル制度」発売に向けて準備中
　　　　　　　　 　温暖化ガスを削減できるカーボンオフセットという

　楽しい株式会社は、平成17年、北九州市環境未来 手法を用いて、CO2削減に貢献していきます。
技術開発助成をいただいたことを契機に、北九州エ 　当社がレンタルする生ゴミ処理機に、CO２を相殺で
コタウンに本社を移転すると共に、リサイクルセン きるオフセット料金をオプションとして設定します。
ターを新設、３年余の今年3月をもって北九州市環 　ご参加いただく方は、通常のレンタル料金にオフセッ
境未来技術開発助成の実証研究を終了、北九州エコ ト料金を付加することで、CO2の削減に貢献できます。
タウンを拠点に、事業化を展開させつつあります。　 　そして生ゴミから排出されるＣＯ２のゼロエミッショ

ン（カーボンニュートラル）を目指します。
　この度、北九州市は、同市が進めるエコタウン事業 　
に代表される「資源循環型都市づくり」、公害の克服、 　カーボンオフセットとは？

アジアへの環境技術の供与などの国際貢献等や、今後 　カーボン（carbon=炭素）をオフセット（offset=打ち消す）

の低炭素社会づくりに向けた提案内容が評価され、 するとは、できるだけCO2削減に取り組んだ上で、それでも

政府から環境モデル都市に認定されました。 なお発生してしまうCO2をクリーンエネルギー事業を支援し

たり、植林や森林保護の推進などによって打ち消し、CO2を

　環境モデル都市とは・・・ 削減しようとするものです。

　温室効果ガスの大幅な削減等低炭素社会の実現に向 （例）
け高い目標を掲げて先駆的な取組みにチャレンジする
都市を、政府が公募したものです。

　３つの基本方針
(１)「産業都市としての低炭素社会づくりのあり方」
　　を提示する。
(２)「少子高齢化社会に対応した低炭素社会づくりの
　　あり方」を提示する。
(３)「アジアの低炭素化に向けての都市間環境外交の 　お客様情報　
　　あり方」を提示する。 　新しく仲間に加わっていただいた～クボタフーズ様～

この度、新しく仲間に入れて頂きましたお弁当のくぼた
　北九州市の目標 で御座います。昭和４７年１０月の誕生で今年でまだま
　市域の二酸化炭素排出量を、２０５０年度までに だ３７年目です。母体がお肉屋さんです。焼肉弁当、豚
２００５年度比で５０％削減。また、アジア各都市と の生姜焼き弁当他、毎日日替わり献立のお弁当とスタッ
のネットワークを生かし、海外での削減（本市排出量 フ一同メニュー作りを楽しく、考えて造らせて頂いてい
の１５０％相当）を含めて、合計で２００％相当の削 ます。特に身体の健康、安全をと考え、地場産の新鮮野
減を目指します。 菜の煮物とかがお客様に喜ばれています。私メ、久保田

京子、植木の鉢つくり、大好きで調理で出てくる生ゴミ
　主な取り組み内容 を土に埋め、ハーブの寄せ植え等を楽しみ、お客様にプ
   ストック型都市構造への転換 レゼントしますの。喜んで下さるのが大好きなのです。
　耐久年数が長い「２００年住宅」を使った「２００年 楽しく、楽しくお仕事してます。
　街区」の形成など。 有限会社クボタフーズ 味のくぼた
　次世代産業構造の構築 北九州市若松区二島5-3-10　TEL 093-701-2726
　工場の廃熱を多施設で利活用するなど「次世代エネル 　北九州市関連の記事と認定証の写真は、北九州市環境局

　ギー供給システム」の展開など。 環境首都推進室より掲載許可を頂いております。

　アジア地域への展開
　低炭素技術をアジア地域に移転する総合窓口となる ハチドリ通心(信)は楽しい株式会社のホームページでご覧いただ

　「アジア低炭素センター」の設置など。 けます。URL：www.fun-c.jp/（今月号は竹村が担当しました。）

ハチドリ通心(信)
2008年９月号 E-mail ceres＠fun-c.jp　URL http://www.fun-c.jp
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